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　　木古内町議会だより　　
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３月定例会　３月定例会は、　３月７日から１４日までの８日間（実質６日間）

の会期で開かれました。

　定例会初日は、町長の町政執行方針と教育長の教育行政執行方

針が示されたあと、一般質問が行われました。

　また、行政から提案された議案４５件のうち各会計補正予算等９

件を審議し、可決して翌日に延会しました。

　定例会２日目は、補正予算案等６件を審議し可決。平成２５年度

各会計及び予算案等を審議するための「予算等審査特別委員会」

を設置し、関連議案等３１件を付託しました。

　予算等審査特別委員会では、平成２５年度一般会計、各特別・企

業会計など、合わせて９会計と予算に関連する議案２２件について

集中審議を行いました。

　最終日の１４日には町長総括質疑のあと、付託された議案は本会

議で全て原案通り可決しました。

　また、副町長を選任する同意案１件、発議案１件、「地方財政に

関する意見書案」等２件も可決しました。
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北海道が整備する駅前広場とともに、町の事業も

本格化するＪＲ木古内駅前地区　　　　　　　　
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減額補正分追加補正分

○物品保管倉庫建築工事等 △４３７万円

○子ども手当 △３４５万円

○予防接種関係等 △１００万円

○大平栗山支線開設工事等 △２４２万円

○御宮野地区落石防護柵設置工事等

 △８３９万円

○まちなか公園支障物件解体工事

 △３４０万円

○木古内駅周辺整備事業用地購入費

 △１８０万円

○駅周辺整備事業支障物件移転補償費

 △２，６１０万円

◎観光交流センター実施設計等業務委

　託料 １，６５０万円

◎まちなか公園整備工事 ７，９００万円

◎観光交流センターアクセス道路整備

　事業用地購入費 ５，４００万円

◎観光交流センターアクセス道路備事

　業移転補償費 ５，７００万円

○臨時職員退職功労金 １，１４１万円

○障害者介護給付・訓練等給付費等

 ９０２万円

○町道舗装修繕事業舗装点検業務委託

　料 １００万円

○町道管理委託料等 ４３１万円

○重機借上料 ８２２万円

○町道双葉線改良舗装工事 １，５００万円

一般会計の主な補正（歳出）

２億650万円

◎は地域の元気臨時交付金です。


